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社会科授業改善評価の視点
I 問題の所在
社会科は，教育基本法が定める教育の目的に
かなった教科である。教育基本法第 1条「教育
の目的」の中の「民主的，平和的な国家・社会
の形成者としてJの語句は社会科の教科目標と
同様である九果たして，社会科教師はそれに
応える教育を適切に行っているだろうか。
小・中学校で履修した学生の社会科に対する
印象は，中学生では暗記教科，小学生では自分
達で調べて終わる学習との回答が多いヘ全国
小学校社会科研究協議会会長は，この傾向につ
いて「近年の社会科授業は活動があって指導が
ない。深まりがない。子ども任せの授業」と批
判しているヘ教師は，他教科に比べて社会科
は指導が難しいと語りながら，一方で校内研修
の教科に社会科を上げていない実態があるヘ
平成21年度広島県内の小学校の研究公開，延べ
473校中「社会科(生活科を含む)Jをテーマと
した研究会は 9校 (2%)に留まっている九
我が国高校社会科には，建前の目標と本音の
内容優先の科目分化(現代社会，地理， 日本史，
世界史等)の二重構造を抱えてきた変遷の経緯
があるヘ同じ様に，小学校社会科教師には建
前と本音があるのではないか。「社会科は指導
力が求められる」と考える建前の一方，全国学
力調査など公的な評価が問われないことによる
研修先送りの実態があるのではないだ、ろうか。
このような社会科指導の課題を受けて，本稿
では，次の三つの改善事項を提起する。一つは，
社会科授業設計における授業成立の二側面の機
能の整備と評価である。 1点目の授業前の教師
による授業計画書の作成の側面，適正であれば
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一定レベルの社会科授業は成立する。 2点目の
授業時に教師と子どもで個別的・創造的に授業
を創る側面，子どもの発言を生かした授業の展
開となり，新たな学習内容を付加した授業展開
が創造される。これら 2点を検討・評価するこ
とで教師の授業力と子ども理解力は向上する。
二つは，社会科自己教育力の育成を図る教授・
学習過程の調和である。授業を構成する教授・
学習過程において，教師の教授活動と子どもの
学習活動の調和を図ると授業の中での子どもの
自己教育性は促進する。更に，この授業構成の
継続の後，発展学習の場を設定すると，自己教
育力の一層の発揮が期待できる。また，その学
習活動には「授業のまとめノート」の活用が有
効である。三つは，客観的な授業分析による授
業評価である。社会科授業計画書は仮説に過ぎ
ない。授業評価はそれが適切であったかを確か
める検証活動に相当する。それには客観的な授
業分析による評価が有効である。
以上の社会科授業改善，評価の視点について
社会科授業事例をもとに検討を行っていく。
E 社会科授業設計，評価の構想、
1 社会科授業の基本原理
(1)社会科学力・社会科で育つ子どもの学力像
社会科は，民主的社会の構成員の育成を目的
とする。学習指導要領で定めた各学年の内容の
理解を通して公民的資質を養うことを目標とす
る。社会科の究極のねらいである公民的資質の
育成は，事実認識から価値認識に至る学習活動
を方法原理とする。事実認識とは，社会的事象
の機能的側面の理解，価値認識とは，事実認識
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に裏付けられた価値的側面の理解を意味する。
学習指導要領の「態度にかかわる目標」は価
値認識に相当する。この態度目標は，授業場面
では社会的行動，態度として現れるよりは，そ
の前段階の心的態度の価値的な認識活動として
現れることが多い。それは社会的事象に対する
共感や敬愛等の情意であり，事実認識に基づき
自ずと形成される認識活動である。
社会科の学力は，理解，能力，態度の総体の
育成にあり，授業目標は観点別目標で具体化さ
れる。指導要録の評価の四観点には，次の相互
関連が考えられる。「知識・理解JI観察・資料
活用，技能・表現JI社会的思考・判断」の三
観点は，認知的側面，事実認識にかかわる観点
である。一方， I関心・意欲・態度」は各子ど
もの事実認識における個性的統一を目指すもの
で情意的側面，価値的側面を伴う観点である九
したがって，学習指導案に観点別目標を記述
することは，事実認識から価値認識に至る授業
構成を考える際には欠かせない作業手順であり，
社会科の学力診断の指標になる。
(2) 社会科授業設計の二側面
社会科授業は，授業前に学習指導案，学習指
導細案，教材から成る授業計画書(以後，授業
計画書と記す)に基づき客観的・科学的に創ら
れる側面と授業実施時に子どもの発言，活動
によって個別的・創造的に創られる側面がある。
それぞれ欠かせない両側面であるが，社会科授
業の成立には前者の授業計画書の作成が前提に
なる。
授業計画書の整備には，目標の明確化，内容
の構造化，方法の具体化が考えられる。目標の
明確化とは観点別目標の設定，内容の構造化と
は学習内容(知識)の構造化である。知識には，
事実的知識(事実認識)と価値的知識(価値認
識)があり，事実的知識(事実認識)には，記
述的知識(個別の事象を把握する知識)，説明
的知識(事象聞を説明する知識)，概念的知識
(事象間を一般化・法則化する知識)がある。
価値的知識(価値認識)とは，事象の在り方を
問う判断的な知識・規範的知識をいうヘこのよ
うに，各単元の学習内容を構造化して捉えると
目標との関係が明確になり，毎時の学習過程の
段階的な指導の目安になる。
方法の具体化とは， I間ぃ」の過程の具体化で
ある。授業の中核は，教師と子どもの間のコミュ
ニケーション活動，その先導は教師の発問であ
る。学習指導案を授業レベルで実施可能な状態，
即ち，聞いと予想される答えのコミュニケー
ションに具体化したのが学習指導細案である。
2 教授・学習過程と自己教育力
(1) 授業における教授・学習過程の調和
授業とは，時系列による展開であり，教授過程
と学習過程から成る。教授・学習過程 (teach閑
ing-learning process) とは，外側からの教師に
よる人類文化の伝達過程(教授過程)であり，
子どもの内側でのその知識・技能の習得による
自らの認識能力，人格の諸特質の発達過程(学
習過程)であるヘそこには外側からの知識・
技能を習得する自己活動が子どもの内に存在す
る。自己教育力であり，毎時の授業では子ども
の自己教育性・自己教育力が内在していると考
えてよい。その発動が消極的・微動に留まるの
は教授過程と学習過程の不調和による。授業の
中で，教授活動過多の時間を重ねると子どもの
学習意欲，学び方能力は減退する。一方，教授
活動に伴う自己学習，自己活動の場を設定・保
障すると子どもの自己教育性は促進される。大
学授業における「受講者ノート」の活用は，授業に
おける教授・学習過程の調和にほかならない1ヘ
(2) I生きる力J(自己教育力)と社会科発展
学習
教授・学習過程の授業原理に即して毎時の授
業構成を考えると，授業内容=教材内容+子ど
もの反応(自己教育活動)となる。授業の中で
教師の教材内容の伝達に対して，子どもの反応
の場を設定すると，子どもは自己教育性を発動
し，自己教育力を発揮した学習を展開する。そ
れが顕著に表われるのは授業内容の蓄積による
一定期間の授業後の自主学習・発展学習の場で
ある。それは次の過程で行われる。
授業原理=教授活動・伝達過程+学習活動・
発達過程
授業内容 (A)=教材内容 (B)+子どもの反応
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(C) 大学シラパス15回の場合
自己教育力=授業内容の総合 (A1 ~A14) + 
子どもの反応集積，発展 (C14+発展学習)
3 社会科授業改善，評価の方法
(1 ) 最善の授業計画書による実験授業(研究
的な誇張授業)の実施
最善の授業計画書による実験授業(研究的な
誇張授業)を行うと，子どもの学習の到達点の
高さが捉えられる。教師にとって，子どもは育
てるとここまで育つという到達点の子ども像を，
発達段階相応にどれだけ高く描くことができる
か，その描く到達点の高さが教師の授業力向上
に深くかかわってくる。常に，教師は，育つ子
ども像の目安の高さを自ら内に持ち，日頃の指
導の拠り所にしているからである。教師の授業
力のレベルと授業で育つ子どものレベルの予測
は相関関係にあり，授業で子どもが育つ目安を
高く予測し実証できる教師ほど授業力の可能
性 (Potential)が高いことになる。その目安の
高さを極めるには，通常の授業だけでなく実験
授業(研究的な誇張授業)の実施が有効であるヘ
(2) 定性的評価と定量的評価
授業の評価方法には，授業の直接観察・逐語
記録による定性的評価と授業の逐語記録の視点
分析，数量化による定量的評価がある。定性的
評価は，教師の言語，子どもの発言，授業の雰
囲気など直接リアルに捉えた診断・評価に特徴
がある。定量的評価は，科学的手順に基づく授
業コミュニケーション分析による評価をいう。
数量化，波型で表わすことができ，定性的評価
の客観的裏付けとなる。社会科授業コミュニ
ケーション分析カテゴリーには，学習活動に関
するものと学習内容に関するものがある。すで
にこの方法による評価事例には蓄積が多い山。
(3) 上位学年生徒を対象・モデルとした実験
授業の評価
授業展開の方法及び教材(資料)の診断には
模擬授業などが実施される。その場合，学習・
評価モデルの選択には同学年児童生徒より上位
学年生徒の方が認識能力が高いため，指導方法，
教材の診断には有効である。下位学年児童を対
象とした優れた授業実践や教材(資料)に共感
する上位学年生徒は多く，一方，上位学年生徒
が発想した教材(資料)に授業で関心を示す下
位学年生徒も多いへそこで，本稿で扱う授業
計画書，授業実践評価の対象には大学学生の反
応を適宜加えていくことにする。
E 社会科授業実践，評価の事例
1 最善の授業計画書に基づく授業実践と評価
C教諭の授業計画(第6学年単元 115年続い
た戦争J(1995. 10. 31実施))の概要は次の通り
である凶0
(1) 授業計画の概要
・本時の目標
太平洋戦争の頃の記録や経験談などから，高
知県の子ども達は，戦争の影響を受けながら学
校生活を送っていたことが分かる。
・指導過程
1 戦時中の子どもと現在の子どもの身長を
比較して話し合う。[ Jは資料
・当時のくらしゃ食事の様子 [1身長の年代
的推移J1戦時中と現在の身長，体重J
2 戦時中の子ども達の学校生活を調べる。
「小学校生活思い出ベスト 3Jを比較する。
〔アンケートの集計結果〕
・現在 1位修学旅行 2位音楽会
3位合宿
・戦時中:1位食糧不足 2位勤労奉仕
3位学校でのいも作り
3 貞広さんの手記から戦時中の学校生活に
ついて考える 〔手記「くろ虫とりJ
.当時の学校生活が分かる個所を見つける 0
・当時，よく使われていた言葉を見つける。
〔ポスター 〕
・「銃後を守る少国民J1ぜいたくは敵だ」
「ほしがりません，勝つまではJ[写真〕
4 貞広さんの手記などから，当時の学校生
活について自分なりの考えをまとめる。
(2) 定性的評価による授業結果の分析と考察
C教諭の授業の逐語記録から教師の発問と子
どもの発言の取り扱い，教材・資料と歴史的思
考力の関係についてまとめると次のように分析，
考察ができる。
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ア　教師の発問と子どもの発言の取 り扱い(結
　　語で記述)
イ　子 どもの授業のまとめノー ト(略)
ウ　教材 ・資料の意図 と歴史的思考力
　C教 諭が用いた資料6点 は,小 学校社会科歴
史学習がね らう歴史的思考力(① 今昔の違いの
把握 ②変化変遷の把握 ③因果関係の思考力
④時代の特色把握　⑤歴史的事象の比較)の 育
成 と関連がある。本学学生はこの授業の逐語記
録を読み,次 のように評価 している。
　 ・単元 「15年続いた戦争」では,小 学校歴史
　　学習のねらいが沢山盛 り込 まれている。導
　　入では戦時中と現在の身長や体重を比較 し
　　ている。今昔のちがい,変 遷が分かる能力
　　 を問うている。そこでは,年 代的推移 を資
　　料活用で読み取 らせ,そ れは食糧不足 に伴
　　 う栄養不足のためと因果関係 を考える能力
　　 を養い説明的知識を身に付けさせている。
　　資料 「くろ虫 とり」 の作文か らは当時の
　　「銃後 を守 る少国民」 という時代の特色把
　　握もできる。「小学校生活思い出ベス ト3」
　　か らは歴史的事象の比較。1つ の授業で小
　　学校歴史学習の5つ のねらいを盛 り込んだ
　　素晴 らしい授業だと思 う'51。　　 (渡邉安奈)
　(3)定 量的評価による授業結果の分析 と考察
◇社会科授業コミュニケー ションによる評価
　社会科授業を成立 させるコミュニケーション
には,学 習活動に関するものと学習内容に関す
るものがある。そのカテゴリーの設定は次の通
りである。
ア　 学習活動分析のカテゴリー
　学習活動に関するコミュニケーシ ョンは,表
1の 通 りである。
　確かな事実認識を図るには,全 カテゴリーの
使用 と低位,中 位,高 位の使用割合に偏重がな
い学習活動が望 ましい といえる。
イ　 学習内容分析のカテゴリー
　学習内容に関するコミュニケーションには,
社会科的用語使用がある。教師の発問に対 して,
子どもはそれにふさわ しい活動を展開すること
になるが,そ の際,社 会科の学習内容に適合し
た用語 をどのように用いるか どうかが社会認識
表1　 社会科学習活動分析力テゴリー
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形成に関する評価の観点になる。(表4)
　 C教 諭の授業の授業 コミュニケーション分析
結果と考察をまとめると次の通 りである。
◇学習活動分析カテゴリーによる分析
ア　学習活動分析 カテゴリーの使用状況
　学習活動全体を通 して,ほ ぼ全てのカテゴ
　　　 表2　 時系列による学習活動の分析表
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リーが使用されている。(表2)
　学習活動分析 カテゴリーを低位,中 位,高 位
のカテゴリーでまとめると,次 の通 りである。
C教 諭の授業　低位30(39)中 位18(23)高 位
29(38)　 　　　　　　　　　 ()内 は比率
イ　 授業における子 どもの発言の割合
　授業全体の教師と子 どもの言語の割合を調べ
ると,こ の授業は発間数28,発 言数46,総 数74
の授業コミュニケーシ ョンになってお り,発 言
率は62.1%で ある。(計の発間数31は1発 問に複
数の問いがあるため)
ウ　 価値意識を伴った発問,発 言の状況
　価値意識 を伴った発問,発 言の数を集計する
と次の通 りである。
　 C教 諭の授業　発問2　 発言8　 合計10
工　学習指導過程分析波型図
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表3　 学習指導過程の分析波型図
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　 C教 諭の波型図(表3)か ら,低 位,中 位,
高位の各 カテゴリーの推移のみを記す と次の通
りである。
　導入発問:低 一高一低一高(計7)
　　　 発言:低 一高一低一高一低一高一低一高
　　　　　　　一低一 高(計15)
　展開発問:中 一低一高一低一中一低一中一低
　　　　　　　一 中一 高一中一高(計18)
　　　 発言:中 一高一低一 中一低一 中一低一 中
　　　　　　　一高一 中一高(計27)
　終未発問:高(計3)
　　　 発言:高(計4)
◇学習内容分析 カテゴリーによる分析
ア　 社会科的用語使用の状況(学 習内容分析 カ
　　 テゴリー)
　本単元の学習内容では,本 時 と前時の学習内
容にかかわる社会科的用語が使用 されている。
(表4)
表4　 社会科的用語使用の状況(学習内容分析カテゴリー )
第6学 年単元 「15年も続
いた戦争」
1第二次世界大戦 と日本
(1)日華事変(駆1戦 溌)
②太平洋戦争(姻 戦況)
(3)日本国内の戦禍
(4)アジア諸国民の被害
2戦 時中の国民生活
〔1)くらし(食料難Q用品不足)
(2)政治,産 業の変化
(3}学校生活 働労靴 巽 勤員)
④子供(意 識　体位)
⑤徴兵制度,出 兵
3戦 後の日本
(D日 本国憲法の劉定
{2)政治,社 会の改革
(3瀦和条約
(4>経済の復興,発 展
4現 在の国民生活
(1)くらし(飽食 物の豊さ)
(2}子供(意 識　体位〉
(3}学校生活{主 な行事)
T　 時閤意識
V　 価値意識
計
導　入
発問
i
4
r
6
12
発誓
i
i
4
2
5
13
13
zs
展　開
発間発宮
i
3
13
s
3
i
3
i
27
i
6
4
13
6
z
4
2
7
36
終　末
発問発書
1
1
z
2
z
1
i
9
4
3
z
i
9
計
発問
1
i
1
3
5
15
ii
10
i
9
2
48
発晋
1
2
ra
9
13
13
z
13
4
15
8
n
合計
2
3
1
17
14
28
24
z
23
5
24
1Q
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イ　 社会科的用語使用の範囲 と頻度の分析
　社会科的用語使用の範囲とは,導 入,展 開,
終末の各段階における発問,発 言がい くつの範
囲の社会科的用語を用いたかの範囲数を数えた
ものである。同一カテゴリーの最高頻度数とは,
導入,展 開,終 末の各段階における発問,発 言
の中で,同 一カテゴリーの中で最 も多い使用頻
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表5　 社会科的用語使用の範囲と頻度の分析
社 会 科 的 用 語
カテゴ リー の数(範 囲)
圓一カテゴリー の最高頻度数
導入
発問
3
7
発言
6
13
展開
発問
6
13
発普
7
13
終末
発問
6
2
発書
3
4
度数を数えたものである。(表5)
　(4)C教 諭の授業診断 ・評価の考察
　授業 コミュニケーション分析結果か ら,次 の
諸点の考察ができる。
① 学習活動分析 カテゴリーの使用割合 と指導
　過程の記述
　学習活動分析 カテゴリーの使用割合が社会科
学習活動の質を規定する。確かな事実認識 と低
位,中 位,高 位のカテゴリーの使用割合は関係
がある。学習指導案の指導過程の項の学習内容
の記述には,各 カテゴリーで得 られる異なる知
識(記 述的知識,説 明的知識,概 念的知識)の
記述があることが望ましい。C教 諭の指導案に
はそれが構想 されている。
② 学習指導過程の分析波型図と学習指導細案
　分折波型図 と事前の発問構成は関係がある。
学習指導細案の発問と予想される発言の適否の
検討が必要である。C教 諭の波型図には終末段
階の高位のカテゴリーのほかは細案の発問,発
言とは異 なる波型が見 られる。これは個別的 ・
創造的に授業が展開 していることを表 している。
③ 社会科的用語使用 と指導過程における学習
　内容の記述 と教材(資 料)の 整備
　社会科的用語使用の範囲と頻度は,指 導過程
の各学習段階の学習内容の記述やその学習内容
にかかわる教材(資 料)の 整備状況に関係する。
特 に,教 材(資 料)の 整備 は社会科的用語使用
の範囲に影響す る。学習内容にかかわる教材
(資料)が 乏 しいと社会科的用語使用の範囲が
狭 くなる。同じ用語を何度も繰 り返すため同一
カテゴリーの最高頻度数 も増加する。C教 諭の
場合,今 昔の比較教材(資 料)の 使用が用語使
用の範囲に表れている。社会科的用語使用の範
囲と頻度の結果は,目 標 と学習内容の範囲,1
単位時間の指導から見て適当である。
④ 教師の指導姿勢と価値意識を伴う発問
　通常,子 どもの発言に価値意識が伴 うのは事
実認識の後が多 く,そ の発言は承認されてよい。
しか し,発 問に価値意識が伴 うのは,教 師の指
導姿勢が情意面で高揚する時が多 く,事 実認識
から価値認識に至る社会科学習原理が見失われ
る時である。教師の価値意識が先行すると事実
認識を不確実にし,子 どもの主体的な価値認識
形成を妨げる。C教 諭の授業の発問2,発 言8
は妥当といえる。
2　 社会科公民的資質の育成 と教材(資 料)の
　客観的機能の評価
　授業は適正な授業計画書を用いて行うと指導
者,学 習者を異にしても一定 レベルの授業は成
立する。教材(資 料)も 同様である。同一教材
(資料)活 用による年度別児童の反応の共通性
を探 ることで,教 材(資 料)の 客観的機能の評
価が可能になる。 第4学 年単元 「土師ダムと
人々の くらし」(昭 和48年,52年,56年)の 計
画と実践結果は次の通 りである。
　(1)単 元 「土師ダム」の教材開発 と単元構成
　単元 「土師ダム」は,筆 者が教材開発を行い
単元内容の構造化,教 材内容 と資料の整備,単
元展開計画の順で教材 を作成 した。紙幅の都合
で一部を記すと次の通 りである161。
○　教材構成の基本的事項(教 材内容)と 基礎
　的事項(資 料)
i　 「土師ダム」は,県 内各地の人々の願いに
　基づ き建設 された多目的ダムである。
　①江の川沿いに住む人々は,昔 から洪水に悩
　　まされ,抜 本的な治水対策を望んでいた。
　②広島市の給水量の増加,島i!;.部の水不足等
　　広島市,県 では新水源確保 に迫られていた。
　③八千代町の灌概用水の確保が求め られてい
　　た。
　④都市部の電力需要に応え発電所の新設が急
　　がれた。
ii　八千代町土師地区は,ダ ム建設に必要な条
　件を備えている。(略)
iii　 「土師ダム」の完成は,県 内各地の住民の
　生活を豊かにしている。(略)
iv　 土師村には,先 人の働 きが分か る歴史が
　残 されている。(略)
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V I土師ダム」建設の経緯には，水没に悩む
住民の歩みが表れている。(略)
vi I土師ダム」建設には，土師を離れていく
人々とそれを見守る人々がいる。
①水没地区住民への国，県，町からの物的補
償は，細部にわたって行われている。
②水没地区住民には，物的補償では償いきれ
ない心の痛みがある。
③土師ダム記念公園の石碑には，水没地区の
戸主名が刻まれ，建設省及び八千代町役場
では，水没立退者の生活安定度の追跡調査
を行っている。
(2) 資料に対する児童司学生の反応
O 資料に対する年度別児童の反応
紙幅の都合で各資料に対する児童の年度別反
応の一部を記すと次の通りである。
i 映画「広島の水」の視聴
48年度 広島市民は水不足について関心を持つ
ていない人が多いようです。私もそうでした。
あんな映画をもっといろんな人に見せなけれ
ば関心を持たないと思います。 (N.T)
54年度 アナウンサーが尋ねると大体の人が
「足りています」という答えが多かったけれど，
去年のことを考えたらどうでしょう。 (S.K) 
56年度 みんな油断している。私もその中のー
人だ。(略)水を大切にしていない人にこの
様子を見せてやりたいほと守だった。 (0.K) 
1 読み物資料「のど声忠左衛門と用水路J(略)
II 年表資料~先例地ダム見学について(略)
lV 立退く住民への償い，両者の立場を表す図
表，写真，作文等の資料
。国，県，町からの償いについて
48年度 小さなものでもちゃんとしていること
がわかりました。 (K.T)
54年度木1本，にわとり 1羽，球根でもすべ
てお金で解決しているのに驚いた。 (K.N)
56年度庭木，家など自分の持っているほとん
どのものを国や県が補償している。 (K.R)
Oお金で償えない心の痛みについて
48年度 いくらいい補償金をもらっても，ゃっ
ばり歴史にはかなわないということだ。おば
あさんが「仕方ないですよね」とさびしそう
にいっているのを聞いて，本当にかわいそう
に思いました。 (H.R)
54年度 自分達のなつかしい里とお金を取り替
えられてしまった土師村の人々がかわいそう
だ。 (K.R) 
56年度 生まれ育ってきた思い出の沢山ある土
師を離れなければならない人々の心だけは，
お金ではかえられるものではないと思います。
(O.K) 
(3) 社会科授業と態度目標の育成
社会科の態度にかかわる目標の達成状況は，
前述の通り心的態度の価値的な認識活動として
表れることが多い。社会的事象に対する共感や
敬愛等の情意であり，連帯する個としての自覚
に基づく認識である。
。価値認識，態度表明の記述
48年度広島市民の声を聞いて，私はまちがい
ではないけれど，この不自由なく飲める水も，
この地区の人々のためだということを知って
おいてもらいたいです。 (y.y)
56年度水道をひねると出てくるのは水で、す。
この水の中には，水没地区の人々の土師村を
思う心が入っています。ぼくは土師ダムの学
習をしてから，水を大切にしようと思いまし
た。家の人にもよびかけました。兄さんたち
は， Iそんなことをしてもだめだよ」と言い
ます。でも，ぼくはこうでもして感謝しない
といけないと思いました。広島の人たちのな
かには， 7](のありカ宝たさがまだよくわからな
い人がいます。それはぼくたちの目につかな
いところで，水をためる努力，ダムをつくる
協力をする人がいることを知らないからです。
(Y.T) 
「事実認識から価値認識に至る社会科学習原
理」。これに類した学生の反応もある。
0 資料に対する上位学年学生(京都女子大学)
の反応
・私は，教材「土師ダムJの中にある「立ち退
く人々への償ぃ」を読み，大戸川ダム建設
(滋賀県，京都府，大阪府知事による建設中止)
のために立ち退いた人々のことを思い出した。
土師ダムのように人々の生活になくてはなら
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　ないダムになっても,立 ち退いた人々の心の
　痛みは消えないけれど,大 戸川ダムのように
　建設が中止 になってしまったら,こ のむなし
　さをどこにぶつけたらいいのか と思うと,心
　が痛みますlil。　　　　　　　　 (木村ひか り)
3「 自己教育力」と社会科発展学習
　大学授業に 「受講者 ノー ト」を活用すると学
生の 自己教育性が促進 され,社 会科発展学習
(レポー ト作成)に おいて も自己教育力が発揮
される。「社会科教育内容論」(2009年 後期実施)
の各学生による共同地域調査研究の演習テーマ
と一部学生0.T氏 の 「受講者ノー ト」 と個人レ
ポー トの概要 を記す と次の通 りである。
(1)地 域調査共同研究の演習テーマ
1班LANDMARK　 in東 山
2班 京都の町を探検 しよう～一条か ら十条
3班 祇園祭か ら見えてきた山鉾の実態
4班 　清水坂 と五条坂の今と昔
5班 　京都南座物語
6班 京都 タワーの今 と昔
7班 　西陣織
8班 　京野菜
9班 井筒八ツ橋本舗
10班　京都伝統工芸品 「清水焼」
ll班　七条甘春堂に迫る歴史 とお菓子
12班　追跡11京 野菜私たちの食卓に届 くまで
13班　京都の通 り
14班　私たちの町 ・今熊野商店街
　②　0.T氏 の 「受講者 ノー ト」とレポー トの
概要
　0.T氏 の 「受講者ノー ト」 と個人レポー トの
概要は次の通 りである。
○　　「社会科教育内容論」の 「受講者ノー ト」
　 0.T氏 の受講者ノー トは,「社会科教育内容
論」で印刷 ・配布 した 「受講者 ノー ト」(合 計
11回)に3回 掲載 してあった。紙幅の都合で一
部を記す と次の通りである。
◇第2回 「第三の教育改革と社会科合科単元指
　導論(2009.9.25)(略)
◇第4回 「第3学 年及び第4学 年社会科授業論
　(1)」(2009.10.9)(略)
◇第9回 「社会科授業科学論」(2009.11.13)
・今 日の授業では 「授業は科学 と同じ側面をも
　つ」 という言葉が とても印象に残った。授業
　は子どもと共に創るので毎回違 うものになり,
　中身も時代 とともに変わるだろうと思ってい
　たので,ど のあたりが科学で客観的なのか見
　ていこうと意欲をもって取 り組んだ。社会科
　授業の成立には3つ の条件がある。目標の明
　確化,内 容の構造化,方 法の具体化である。
　 この話を聞いた瞬間に 「学習指導案づ くりの
　過程とまるっきり同じだ」 ということに気が
　ついた。(略)授 業の初めに 「授業は科学」 と
　言われたが,「子どもの学習の過程を考えてよ
　 く練 られた授業計画書が授業を科学にしてい
　 くのだ」 と思った。
0　 0.T氏 の レポー トの概要
　題名 「京都の通 り名の秘密を探ろうU～ 錦小
路通 りの秘密」
◇は じめに
　 (略)京 都市には沢山の通 りが存在 している
が,今 回は 「五条通 り」 と 「錦小路通 り」を中
心に取 り上げ,人 々の生活の様子の移 り変わ り
を今と昔の視点か ら感じたいと思う。私は,古
くは安土桃山,江 戸時代か ら 「京の台所」 とも
呼ばれ京都の人々の生活を支えてきた錦市場 を
持つ錦小路通 りについて研究を行った。
◇計画 と方法
　わ らべ唄 「丸竹夷」 と錦小路通 りの文献資料
で大まかな知識を得た後,実 際に錦小路通 りを
歩 き,通 りや市場の様子を観察する。合わせて,
京都市役所で入手 した錦小路通 りの民家 ・商店
などの分布地図を見てい くことで,錦 小路通 り
周辺に暮 らす人々の くらしと街の様子の移 り変
わ りを知 り,人 々の くらしの変化について理解
を深める。
◇本研究 「京都の通 り名の秘密を探ろうII～錦
　小路通 りの秘密」(略)
◇ まとめと考察
　　(略)錦 市場の様子はとにか く活気がよいと
いう印象である。お店の方か ら 「味見 してって」
「これおいしいよ」 と沢山声をかけてもらった。
　 ・,
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(略)これがいにしえから伝わる人情あふれる
商売ではないかと感じた。お庖の方の心と買い
物客の心のやりとりが美しいと感じると共にそ
うした伝統が今も「生鮮食品No.1の京の台所」
として多くの人から愛されるのではないかと思
う。(略)
U 結語
社会科授業改善，評価の視点として， (1)社会
科授業設計における客観的機能の整備と個別
的・創造的機能の発揮， (2)教授・学習過程の調
和と自己教育力の育成， (3)授業計画，授業評価
の客観的な方法の究明を図った。その結果，次
の4点を明らかにすることができた。
1つは，最善の授業計画書(誇張授業)の実
践で得られた授業設計二側面の機能の検証であ
る。事例 115年続いた戦争」は誇張授業計画書
である。「学習指導案jの指導過程の学習内容・
活動では，記述的知識，説明的知識，概念的知
識の段階的学習が構想され， 1学習指導細案」
では，その認識に必要な低位，中位，高位の学
習活動分析カテゴリーの発聞が整備されていた。
「教材(資料)Jの作成では歴史的思考力の育成
が意図されていた。この授業計画書による実践，
評価の結果，授業計画書が持つ客観的機能が検
証されたl到。一方，授業の個別的・創造的側面
の機能も捉えることができた。次の逐語記録は
「学習指導細案」を基軸にした子どもによる個別
的・創造的側面の機能の一部である。
冒頭数は応答積算，生徒，教師の積算数。末
尾の外は学習活動， [ J内は学習内容の記号
8C 5 (身長の年代的推移は)第一次世界大戦
中は上がり，第二次世界大戦のあたりから下
がり，終わっても下がっています。 4[4(2)TJ 
9C 6 そのわけは第二次世界大戦，太平洋戦
争になると食生活が変わってきて，身長が伸
びなくなったのだと思います。
8 [1 (2) 4 (2) 2 (l)TJ 
21C14 体重は食べ物があまりなかったから，
身長は栄養が足りなかったからだと思います。
8 [2(4)2(1)TJ 
22C15 教科書には， 1略，さつまいもや雑炊な
どを主食としました」と書いてあるので，あ
まり食べるものがなかったと思います。
8 [2 (4) 2 (2) 2 (l)TJ 
+65T25 この言葉，貞広さんが考えた言葉?
それとも日本全国で言われている言葉?どっ
ちだと思いますか? 9 [2 (2) 2 (4)J 
66C41 日本の政府が考えた言葉だと思います。
9 [2 (2)J 
67C42 教科書の104頁に載っています。「略，
入選作」と書いてあるので，日本国民が使っ
た言葉だと思います。 9[2 (2) 2 (4)J 
連続した各発言には子どもの学習の相互関連
(記述的知識→説明的知識，理由の発言→根拠を
示した理由の発言)が見られ，授業の個別的・
創造的側面の機能が読み取れる。 C教諭の社会
科授業成立の要件と子どもの学習状況のよさの
把握が明白になり，教師相互間での授業研究成
果の共有が可能になる。
2つは，社会科授業における公民的資質・態
度の育成である。事例「土師ダム」では，子ど
もの事実認識から価値認識に至る学習状況が捉
えられた。合わせて，同一教材(資料)活用に
よる年度別児童の反応の共通性を探ることで，
教材(資料)の客観的機能が判明した。この結
果要因には，次の二点が考えられる。 i1土師
ダム」建設は，個と集団の利の対立が避けられ
ない社会的論争問題で民主的社会の構成員の育
成に適当な地域素材である。 1両者の立場の理
解に迫る資料作成には偏りがなく多様な資料形
態で整備されていた。その結果「土師ダム」教
材は本学学生に対しても，時空を超えた同質の
反応を促している1ω。教材(資料)が持つ普遍的
価値の実証である。
3つは，社会科授業における教授・学習過程
の調和と自己教育力の育成である。授業内容は
教材内容プラス子どもの反応から成る。教材内
容のみが授業内容ではない。この教授・学習過
程の調和は，学習者が内に持つ自己教育性の四
側面 (11成長・発展への志向Jn 1自己の対
象化と統制Jm 1学習の技能と基盤JN 1自
信・プライド・安定性J)に作用する則。生徒の
自己教育性は発展学習にも波及し，自己教育力
95-
社会科授業改善，評価の視点
の結実を生む。本稿では「受講者ノート」活用
による「社会科教育内容論J(2009後期)の授業
の中で実施した地域調査研究のレポート作成が
学生の自己教育力発揮の場となった。各学生の
レポートには自己教育力の「学習意欲，学び方
の習得，生き方の探究ωJにかかわる取り組み
が随所に見られた。その背景には授業における
「受講者ノート」の活用がある。この傾向は抽出
学生O.T氏に限らず，他の学生のレポートにも
等しく認められた。
4つは，上位学年生徒をモデルにした授業計
画書・授業実践の診断・評価である。本稿では，
上位学年生徒として本学学生を取り上げてきた。
結果，学習者，指導者双方の立場に立つ授業評
価の反応・データが得られた。今後，教員養成
大学・学部の学生を小・中学校の授業計画書・
授業実践の診断・評価にあたらせることは意義
あることと考える。
21世紀の国家・社会の形成者を育成する社会
科教育が担う役割は重い。安定した社会科授業
力が各学校教師に求められている。
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